
　
　　　　　守山まるごと活性化　議事要旨　　作成者：菅

日時： 平成28年６月25日（土）午前10時～12時

場所：

出席者：

出席者（行政）：

使用資料：

会議名： 第１回守山まるごと活性化プランAプロジェクト会議

議題
１．平成28年度のプロジェクト委員について
２．わがまちミーティング(3/27)のアンケート結果について
３．今後の進め方について
(1)これまでの経過について　(2)行政等について　(3)事業について

会議要旨

守山会館１階　和室

伴野学区長、井上代表、和田副代表、竹村、梅景、山本、杉本

地域振興・交通政策課　坪内課長、市民協働課　髙田係長
守山会館　田中館長、菅主事

Ａプロジェクト委員名簿、平成27年度わがまちミーティング開催報告およびアンケート
集計結果、自治会魅力向上プロジェクトの目的と推進計画、平成28年3月21日議事要
旨、課題：行政等について、課題：事業について、個性輝く自治活動支援の手引き（滋
賀県総務部市町振興課作成）

内容
１．平成28年度のプロジェクト委員について
　全プロジェクト総括：伴野学区長、代表：井上　純作、副代表：和田　信雄
　今年度から交代した委員について再確認。

２．わがまちミーティング(3/27)のアンケート結果について
　田中館長よりアンケートの概要と結果を説明。
　平成26年度より引き続き、自治会魅力向上について多くの方の意見を取り入れることを目的に、エル
　センターで実施。参加できなかった方にはアンケートを送付。役員の負担が大きいこと、担い手の高
　齢化が課題。

　　【意見】
　　・平成28年度もわがまちミーティングを実施したい。
　　・今年度は予算がついていないので今後の課題。
　　・ハード事業からソフト事業に予算をまわすことはできないか。

３．今後の進め方について
(1) これまでの経過について
　井上代表より説明。
　プロジェクトで進めていく取り組みは
　　①自治会運営・地域連携体制の見直し←現在まで２年継続中。
　　②誰もが参加できる自治会活動づくり
　　③地域による子育て支援
　　④安全・安心活動の強化

　年度毎の計画は
　　平成26年度：課題の把握・分析
　　平成27年度：課題についての対策案を検討
　　平成28年度：前年度継続、対策案実践
　　平成29年度：前年度継続、対策案実践

(2) 行政等について
　井上代表より、前回会議で協議した課題と対応策について再確認。
　　①配布物について
　　　課題や対応策がたくさん挙げられているので「実践」していきたい。



決定事項

会議要旨

次回以降に
ついて

次回は7月31日（日）

次回も事業についてという項目について引き続き話し合う。





　　②行政依頼事務等
　　　行政との対話・自治会ハンドブックで対応する。

　　③補助金等
　　　【意見】
　　　○申請書類の簡素化をしてほしい
　　　　・手続きに時間がかかる。
　　　　・消火栓についても自治会ハンドブックで案内したい。自治会長が代わればわからなくなる。
　　　　・どんな背景があって位置づけられているかなども併せて案内したい。

　　　○補助金の補助率が低く自主的事業の予算が圧迫されている
　　　　・消火栓・ごみ集積所など補助率が異なっている。何故その補助率なのか根拠が知りたい。
　　　　・補助要項を見直す時に自治会の意見も聞いてほしい。
　　　　・自治会ハンドブックで説明を。補助金一覧表などがあればいい。

　　　○市のＨＰに補助金の様式集を掲載してほしい
　　　　・市へ提出する文書の様式について、自治会関連様式集（各自治会向け）としてまとめるなどし
　　　　　て分かりやすい場所にアップしてほしい。
　　　　・締切別や月別に様式がまとめられていれば分かりやすい。

　　④自治会ハンドブックについて
　　　会議と並行して、自治会ハンドブック作成委員会（正副リーダーと会館職員）を立ち上げて素案を
　　　作成していく。

(3)　事業について
　　【意見】
　　○住民参加型行事の在り方を見直す必要がある（敬老会・夏祭り・スポーツ大会）
　　　・担当者のみが動いていることや自治会の人の顔が見えないという現状に関して、わがまちミー
　　　　ティングを活用して市民が参加するきっかけを作る。
　
　　○独居老人が増えており、その安全の確保
　　　・自治会がどこまで介入していいのか。具体的な対応までは出来かねる部分があるのでは。
　
　　○子育て（地域での子ども）についての活動をしていない
　　　・自治会単位または近隣自治会や他団体との子育てサロンの実施。
　
　　○体育祭や伝統行事（祭礼など）への不参加が多い
　　　・住んでいる地域のことを知ってもらうため、親子で参加できるように仕掛けていく。
　　　・開催目的の理解のため、行事を行うごとに目的を確認する。

　　○全体を通して
　　　・これらの課題を知ってもらうため、上記のテーマでわがまちミーティングを行い、話し合いをする
　　　　きっかけを作る。
　　　・課題として挙がっている自治会内で検討する。

その他
滋賀県総務部市町振興課作成の冊子「個性輝く自治活動支援の手引き　平成28年度版」の紹介。

内容


